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石田 英実 (京大 ･理)
131任のところヒト迎二足少rlのIJLIJ放脚の巡動様式とし
ては."Arm-suspension'■を伴う巡軌様式が正宏祝さ
れている｡しかし二足ZLi･行において玉虫な役luTJりを果す
下肢の形悠 ･扱憶の変化については十分な脱明がみられ
ない｡
袋者らの霊長類二足非行の実験的比較研究は.四足型
運動様式をもつ マカタ, ヒヒ類の二足非行では下肢が
"Propulsivelever"として働き.上肢優位型運動様式の
類人首鼠 クモザル類では下肢が HPropulsivestrutHと
して働くこと.さらに下肢が HPropulsivestrut"とし
て働く点では後者のグループがヒトに類似することを示
している｡このような下肢の推進挽構における相異と類
似をもたらせた迎動様式とはどのような様式なのかを知
ることは.ヒト出二足少行の前段階を考察する上で重要
な逃出的作文である｡
この突放を始めるにあたり次のような仮説をたてた｡
すなわち ●上肢段位型迎軌様式のグループの二足ZL;一行に
みられる批進級手刷まぶす上性運動様式の変革に起因するも
のであり."Verticalc一imb;ng●においても上のような
抑進級構かみられるであろう●｡三文験に用いたサル類は
チンパンジー.テナガザル.クモザル.ニホンザル.マ
ントヒヒ.ミドリザルを含む13頚で.垂直に立てたポー
ル (高さ;7.5m.虹技 12cm)に立らせ.その時の下
肢遊動を 16mm シネフイルムにより分析した｡
分析の結城.二足少行のP,5に 一PropulsivestrutMを
示した加入描.クモザルのグループでは下肢各関節の故
い伸脱により休を持ち上げたが.凹皿型の他のグループ
では水57'-･thi少fJ-1叫とrL-JtnJこ娘関節の屈曲によって休を引
き上げる帆(.)を示した｡一Verticalclimbing"における
2つのメカニズムの存払 および上肢段位型運動様式を
もつグループが二足少行と一lVerticalclimbing"で同質
的な推進校椛を示すことをこの突放的研究から指摘でき
る｡
霊長類運動器の枚能解剖学的研究
一鴨場 悠93(独協医大)
水UF兜の目的は霊長類の各運動岩音(特に四肢骨をIjJb
として)の形懲 ･構造が.運動 ･姿勢様式にどのように
適応しているかを調べることである｡史料は.ゴt)ラ.
チンパンジー.シロテテナガザル.ニホンザル.キイロ
ヒヒ.クロクモザル.フサオマキザル.リスザル.ホソ
ロ1)ス.メガネザル.コモンツパイ仙8柾の3FiXlIの晒
骨と尻体である｡
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